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 ★トップニュース★ 

 

   豊森なりわい塾公開講座 

『これからの社会のカタチ～シアワセをどこに求めるのか～』  

4 月 6 日（日） 

トヨタテクノミュージアムで開催された「豊森なりわい塾公開講座 これからの

社会のカタチ〜シアワセをどこに求めるのか〜」を聴講しました。 

 講師は、内山 節 氏（哲学者）と塩見 直紀 氏 （半農半Ｘ研究所代表）。 

 実践者であり哲学者でもある 2 人の講話から、改めて今と言う時代と人としての

本質を問い直し、私たちが目指す未来を考えさせられました。 

この講演会では、豊森なりわい塾実行委員長の澁澤寿一氏との対談も行われ、3

人により、“X 力“、“就活と天職活動”、“世代間ギャップ”、“職人の成り立ち”などにつ

いて、熱い意見が交わされました。 

5 月に始まる豊森なりわい塾第 4 期生の募集も同時に行われ、講演に参加した 190 名一人一人のこれからのカタチがどう動

いていくのか、とても楽しみです。 

 

★活動報告★ 

  集落活動応援隊（岩下町）  

4 月 19 日（土） 

 小原地区の岩下町へ集落活動応援隊 13 名を派遣しました。岩下町は、12 世

帯高齢化率 75％の小規模高齢化集落で、昨年に引き続きの派遣です。大塚完

治町内会長によると岩下町の平均年齢は何と 73.3 歳だそうです。 

 昨年は、道路脇の草刈り作業でしたが、今回は水路脇の竹やぶの整備です。

俗に言うボサボサのやぶで、イノシシの住処になっており、農作物や圃場を荒

らされる原因になっています。当初の派遣依頼は 5〜6 人でしたが、今年から

足助の応援隊も合流した事や昨年岩下町に来られた方々の参加希望もあり、少

し人数が多いですが 13 名でお邪魔しました。なかなか手が付けづらい場所のようでしたので、一挙に綺麗にしようと受け入れ

て頂きました。皆で切り出し、引き出し、集積と手際良く連携作業をして綺麗になりました。 

 気持ちの良い春風を感じながら、汗を流し、地域の方々とも時々歓談しながら作業を行いました。隣接する旭地区の上中町の

しだれ桃が満開との事で、活動終了後には桃源郷の散策を楽しみに行かれる方もいらっしゃいました。 

 9 

 ֵ 



 ２ 

  旬 share style「よもぎ餅の会」  

4 月 16 日（水） 

旭地区ではじまった『旬 share style』のイベントに参加しました。 

「いまだけの、旬の、おすそわけ」をテーマに、旭地区で旬をむかえる食べものをみんなで分

け合い楽しむ企画が、これから毎旬展開されていきます。 

 第一弾は、「よもぎ餅の会」。 

太田町の福蔵寺に集まり、周辺の野山でよもぎを摘み、臼と杵でよもぎ餅をつきました。 

初回参加者は大人 10 人と子ども 5 人。持ち寄りの具でお味噌汁も作り、和気あいあいと楽し

みました。 

I ターン者やお嫁さんとして旭地区に入ってきた方たちが企画をした今回の催し。山里らしい季

節の恵みを感じながら、人の和も繋げていく活動が、どんどん広まっていくといいですね。 

 

 

 農業体験 in 新盛町（新盛里山耕流塾）  

4 月 20 日（日） 

5 年目を迎えたトヨタ自動車労働組合の「農業体験 in 新盛町」開講式と田起

こしが、足助地区すげの里で開催されました。 

22 家族 65 人の 5 期生が、1 反の田んぼで幻の米ミネアサヒを有機栽培し

ます。米作りの指導は新盛里山耕実行委員会（鈴木智会長）のベテラン農家

の皆さんです。参加者の自己紹介で、「自然と向き合い、季節の移ろいを感じ

る暮らしがしたい。また、子供にも体験させたい。」といったコメントが多か

ったのが印象的でした。秋には豊かな実りとともに、自然に包まれた山里暮

らしのファンが増えることでしょう。 

 

 

 エコフルタウン 全面オープン記念セレモニー  

4 月 25 日（金） 

エコフルタウン全面オープン記念セレモニーが開催されました。 

低炭素社会モデル地区２期工事が完了し、テープカットが行われました。２

期地区は、農山村部のエコな暮らしもイメージできるよう設計され、豊田市

産材を使い自然エネルギーを最大限生かす家や、住み継ぐ家、環境対応リフ

ォーム情報の家などのスマートハウスが配置されています。今後、ツリーク

ライミングのできるエリアや、農業体験エリア、林業エリアなど、続々と整

備されていく予定です。 

この日発表された新明工業㈱提供のＥＶ軽トラは、農山村仕様。田舎の景観にマッチしたデザインがすばらしい。実用化間近

です。 
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■講座概要：発電原理の徹底理解、水力発電機の原理と設計・

実用例、そしてバイオマス発電機の原理と実用化の

３項目を学び、地域コミュニティでの小規模な発電

技術に習熟します。また、実習では、豊田高専の実

験室、実習室および三河山間地の発電機設置用サイ

トで実物の設置を行うことで、確かな技術として身

につけます。 

■日  時：① ７月１２日（土）13:00 ~ 16:00  

(50 分講義を３回)  

     ② ７月１９日（土）13:00 ~ 16:00 

    (50 分講義を３回)  

  ③ ７月２６日（土）13:00 ~ 16:00 

(50 分講義を３回)  

  ④ ８月 ２日（土）10:00 ~ 17:00 実習 

   ⑤ ８月 ３日（日）10:00 ~ 17:00 実習 

■場  所：豊田市生涯学習センター 足助交流館  

■開講科目：①「地域小規模発電」 小水力発電と木質バイオ

マス発電についての基礎原理を学びます。 

②「地域小規模発電実習」 小水力発電装置と

バイオマス発電機を設置し発電させます。 

      ※２科目とも受講していただきます。 

■講  師：豊田工業高等専門学校 

     山下清吾 （環境都市工学科 教授） 

     犬塚勝美 （電気・電子システム工学科 准教授） 

     鬼頭俊介 （機械工学科 准教授） 

■対  象：豊田市に在住の成人で中山間地域の活性化活動に

意欲のある人 

■募集人数： １０名 

■申込み・問合せ：  住所・氏名・年齢・連絡先（電話番号・

メールアドレスなど）を下記まで 

〒471-8525  豊田市栄生町２－１ 

豊田工業高等専門学校 総務課 企画・地域連携係 

 Tel：0565-36-5828   Fax：0565-36-5930                                            

Email：koukai@toyota-ct.ac.jp  

■申込締切：６月２０日まで(郵送の場合も２０日必着) 

 

 清流矢作川の最上部に位置する稲武地区で、本格芋焼酎の原料

となるさつま芋（黄金千貫）を栽培します。掘り出したさつま芋

（約 2ｔ）と発酵促進用の大野瀬産米ミネアサヒ（約 6 俵）を酒

造メーカーに持ち込み、約 2,000 本（4 合瓶）の本格芋焼酎を丁

寧に醸造します。是非、ご参加ください。 

※出来上がった焼酎は、（株）どんぐりの里いなぶから購入しま

す。 

☆植え付けの部☆ 

■日 時：６月 7 日（土）10：00〜15：00 

■場 所：豊田市大野瀬町ネサキ地内 

■内 容： 芋苗（黄金千貫）の植え付け 4500 本、昼食（五平

餅 2 本・番茶・汁等）、どんぐりの湯優待券 1 枚、焼酎購入割引

券 1 枚（大人のみ）付 

■参加費用：大人（中学生以上）2,000 円/人 

      小人（中学生以下） 500 円/人 

☆収穫の部☆ 

■日 時：11 月 2 日（日）10：00〜15：00 

■場 所：豊田市大野瀬町ネサキ地内 

■内 容：芋苗（黄金千貫）の芋堀りと芋洗い 約 2ｔ分、昼食

（新米ミネアサヒのおにぎり 2 個、番茶、汁等）、焼き芋の試食

（小さい芋は持ち帰り OK）、どんぐりの湯優待券 1 枚、焼酎購入

割引券 1 枚（大人のみ）付 

■参加費用：大人（中学生以上）2,500 円/人 

      小人（小学生以上） 500 円/人 

■申込み・問合せ：住所・氏名・人数・電話番号・希望（植え付

けの部・収穫の部）を下記まで。 

 稲武山里体験推進協議会（いなぶどんぐり工房内） 

 Tel/Fax：0565-83-3838 Email：dongrikb@hm10.aitai.ne.jp 

 

■申込締切： 5 月 30 日（金 

松平氏の始祖地として知られ、歴史と豊かな自然が魅力の松平

郷で、作法を気にせず気軽に茶会を楽しみませんか。どなたでも

ご参加いただけます。 

■日  時：５月 25 日（日）10：00〜15：00 

■場  所：松平郷 高月院（豊田市松平町寒ヶ入 44） 

■料  金：1 席 前売り 400 円、当日 500 円 

■申込み・問合せ：松平郷ふるさとづくり委員会 

             Tel：0565-58-1629 

  天下茶屋 Tel：0565-58-3725 
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後26-2 

（足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

●豊森なりわい塾 第四期生入塾式  ５月 17 日（土）9：30～10：30/場所：築羽会館（豊田市槙本町落合 11） 

●green maman 朝市 日時：5 月 20 日（火）10：00～12：00/場所：守綱寺（豊田市寺部町 2-27） 

●小原歌舞伎五月公演  日時：5 月 25 日（日）11：00～15：00/場所：小原交流館（豊田市永太郎町落 681-1） 

●エコットフェスタ 2014  日時：６月 1 日（日）9：30～15：00/場所：環境学習施設 eco-T（豊田市渡刈町大明神 39-3） 

●たんころりんのキャンドルナイト  日時：６月７日（土）日没～21：00 頃/場所：足助の古い町並み（豊田市足助町） 

●あすけ夢里まつり  日時：10 月 19 日（日）時間未定/場所：三州足助屋敷前広場（豊田市足助町飯盛 36） 
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★ スタッフ ★   

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 安藤里恵 

               西田又紀二（ゆきじ） 
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「豊森なりわい塾」とは、豊田市・トヨタ自動車・NPO 法人地域の未来

志援センターの協働による農山村を起点とした「人づくり」「地域づくり」

「仕組みづくり」のプロジェクトです。多様な人材の参画によって、森林

を中心とした自然生態系の利用を軸とする循環型社会の仕組みが生まれ、

暮らしの中で人と人との心を結び直す「豊森モデル」を構築し、各自の人

生のセルフデザインを目指しています。 

現在までに第一期（2009 年5月～2010 年 12 月）、第二期（2011

年 4 月～2013 年 3 月）、第三期（2013年 6 月～2014 年3 月）と行

われており、公募で約 20 名の塾生を募り、農山村の集落の協力を得て、

毎月 1 回土日2 日間の講座を実施しています。講座では豊田市の旭地区な

どの集落に入らせていただき、地元学や聞き書きなどを中心に地域のこと

を「くらし（暮らしをつくる力）・つとめ（地域を支える力）・かせぎ（な

りわいを構想する力）」をキーワードに、これからの時代の生き方や社会の

在り方を学びます。塾生の中からは実際に山里に移り住んで地域の針葉樹

を活用した家具工房を立ち上げた人、ふるさとに U ターンして事業をスタ

ートさせた人、地域に根差した事業を始める人や農山村に関わりながら新

たな生き方を選択する人たちも現れました。このように、豊田市の農山村

に関わりながら、継続的に豊森なりわい塾を実施していく中で、多くの人

たちが仲間とつながり、地域をみつめ直し、自分をみつめ直して、実践の

伴う新しい価値観を持った人材が輩出されています。 

〒461-0002 

名古屋市東区代官町 39-18 日本陶磁器センタービル 5-D 

NPO 法人中部リサイクル運動市民の会内 

豊森事務局（NPO 法人地域の未来・志援センター内） 

Tel：052-936-0511 Fax：052-982-9089 

Email：info@toyomori.org 

 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

 

─  

ₐ ⌐ ╠∆≤™℮↓≤ₑ 

⅜⁸☿fi♃כ─HP⌂≥≢ ↕╣╕⇔√⁹ 

─ ─ ⅜™∫┐™⁸ ╠⇔ ─ ╩

⇔≡™╢ ─ ╙√ↄ↕╪ᾆ ⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 

http://www.youtube.com/watch?v=ZeXLZJMyhiA 

 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

